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「もち絹香」 
安定多収栽培マニュアル 
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栃木県農業試験場 

 

 

とちのいぶき もち絹香 ｻﾁﾎｺﾞｰﾙﾃﾞﾝ 
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もち絹香開発の背景 
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表１　農業特性及び収量調査成績

品種名

月.日 月.日 cm cm 本/㎡ kg/10a ％ g/L g

もち絹香 4.19 5.28 76 6.2 765 630 94.9 728 46.3

サチホゴールデン 4.19 5.27 90 7.0 704 687 94.7 756 45.8

とちのいぶき 4.20 5.27 89 6.4 795 625 91.6 747 41.7

注 2013～2017年度の5か年平均。

倒伏程度は0（無）～5（甚）の6段階。

子実重、整粒重、千粒重は水分12.5％換算。

容積重はブラウェル穀粒計による測定。

整粒歩合は縦目篩2.5mm以上の割合。

 出穂期  成熟期  千粒重 容積重
整粒
歩合

 整粒重穂数穂長稈長

写真 1 もち絹香の草姿 

（左）サチホゴールデン 
（中）もち絹香 
（右）とちのいぶき 

表２　病害抵抗性

品種名
ムギ類

萎縮病

赤か

び病

Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ+Ⅰ型 Ⅳ型 Ⅴ型

もち絹香 極強 強～やや強 極強 極強 極強 やや強～中 強

サチホゴールデン 極強 極強 極強 極強 中 極強 強

とちのいぶき 極強 極強 極強 極強 - やや弱～弱 -

　3)ムギ類萎縮病および赤かび病は2015～2017年度に実施。

オオムギ縞萎縮病

注1)縞萎縮病抵抗性は極強、強、やや強、中、やや弱、弱、極弱の7段階、
　　赤かび病は強、中、弱の３段階で、発病度を分級。

　2)オオムギ縞萎縮病Ⅰ型は2013～2014年度、同Ⅱ型は2015～2017年度、
    同Ⅲ＋Ⅰ型およびⅣ型は2013～2017年度、同Ⅴ型は2014年度に実施。
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写真２ もち絹香の粒 

（左）サチホゴールデン 

（中）もち絹香 

（右）とちのいぶき 

写真３ 炊飯 12 時間後の色相の変化 
（左）サチホゴールデン、（右）もち絹香 

表３　粒外観品質及び子実特性調査成績

品種名
穀皮
厚さ

穀皮
しわ

穀皮
貼付

外観
品質

側面
裂皮
粒

穂発
芽指
数

1-5 1-5 2-7 1-6 ％

もち絹香 3.8 3.7 2.8 3.2 1.4 53

サチホゴールデン 2.9 2.8 3.3 3.0 18.0 45

とちのいぶき 3.8 4.1 2.9 3.4 10.4 67

　3) 穂発芽指数は出穂期以降雨よけ栽培し、成熟期に穂を採取した
　　 ものを調査。数値が大きいほど穂発芽しやすい傾向がある。

注1) 穀皮の厚さ：1（薄）-5（厚）、穀皮のしわ：1（多）-5（少）

     穀皮貼付：2（極良）-7（不良）、外観品質：1（上上）-6（下）

　2) 側面裂皮は裂皮しやすい条件下で栽培したものの調査成績

表４　原麦品質、精麦品質及び炊飯食味

もち絹香 <0.02 <2.5 0 4.8 497 8.6 1.2 50.1 82.3 -0.3 17.3 0.6 0.4* 0.7* 0.8**

サチホゴールデン 0.32 22.4 127 3.3 330 15.4 3.8 47.5 79.9 0.4 15.3 0.0 0.0 0.0 0.0

とちのいぶき <0.02 23.1 113 3.2 344 23.4 3.3 46.8 81.3 0.2 17.6 0.1 0.2 0.2 -0.2

注1） プロアントシアニジン、アミロース、リポキシゲナーゼは2015～2016年度の2か年平均。

2） β-グルカン、55％搗精時間、砕粒率、精麦白度は2013～2016年度の4か年平均。

3） 硝子粒は2014～2015年度の2か年平均。精麦色相は2014～2016年度の3か年平均。食味は2015年度。

4） 硝子粒は、0（無）、1（微）、2（少）、3（中）、4（多）、5（極多）。

5） 精麦白度は光電白度計（ケット、C-300）にて測定。

6） 精麦色相は色差計（日本電色工業、300A）にて測定。

7） 食味評価は55％搗精麦100％で炊飯して実施。パネラーは15人。

 サチホゴールデンと比較して「+3：高評価」～「0：同じ」～「-3：低評価」の7段階で判定。麦臭は弱い方を高評価とした。

**：1％水準で有意、*：５％水準で有意

粘り

mg/g ％ units/g dm％ 秒 ％

砕粒

率

硝子

粒

精麦
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たえ
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「もち絹香」の分施体系は、①基肥＋２月追肥（播種後約 90～100 日が目安）のみ又

は②基肥＋２月追肥＋３月（茎立期）追肥

。 ２月追肥は必須、３月（茎立期）は生育診断結果に応じて追肥の有無や

量を決定

図２ 総窒素施用量及び施肥体系の違いによる穂数及び整粒重の変化  

図１ 基肥窒素施用量の違いによる穂数及び千粒重、稈長の変化  

注）低収ほ場での試験。施肥体系は上から「基肥－2 月追肥－3 月追肥」の順に窒素施用量を記載 
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図３ 低収ほ場および多収ほ場における追肥体系の違いによる整粒重及び穂数の変化  

＜計算式＞ 

A SPAD と NDVI を用いる場合  生育診断値＝（SPAD 値×NDVI 値）÷GDD 

B 茎数を用いる場合         生育診断値＝茎数(本/㎡)÷GDD 
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穂数が過剰で 
品質低下の恐れ 
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注）施肥体系は上から「基肥－2 月追肥－3 月追肥」の順に窒素成分量を kg/10a で記載 

穂数は増えるが 
整粒重は増えない 

左：低収ほ場 
右：多収ほ場 
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〔目標収量　500kg/10a〕

生育診断値 Ａ 生育診断値 Ｂ 追肥の可否・追肥量

SPAD×NDVI/GDD 茎数(本/㎡)/GDD （窒素成分量）

0.078以下 4.75以下 4kg/10a追肥しましょう

0.078～0.091 4.75～5.48 2kg/10a追肥しましょう

0.091以上 5.48以上 追肥の必要はありません

生育診断時期

茎立期

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GDD の求め方 
*GDD（Growing Degree Days，生長度日数）:播種日からの有効積算温度 

①播種日から生育診断日までの日ごとの有効温度を求める。 
有効温度計算式＝（日最低気温＋日最高気温）÷2-4.4 

②有効温度 0 度以下の日を除いて積算する。 

表５ ３月（茎立期）追肥における追肥量および追肥可否の判断基準
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最高気温 最低気温

℃ ℃

播種日 11/7 18.9 6.7 8.4 8.4

11/8 19.9 7.5 9.3 9.3

: : : : :

2/20 13.6 1.9 3.4 3.4

2/21 6.7 -1.6 -1.9 0.0

2/22 9.0 -5.3 -2.6 0.0

2/23 13.3 1.5 3.0 3.0

2/24 13.3 1.0 2.8 2.8

: : : : :

3/4 16.1 1.1 4.2 4.2

診断日 3/5 13.1 3.1 3.7 3.7 313.6

※有効温度計算式＝（日最低気温＋日最高気温）÷2-4.4

計算式※
で求めた

値

日毎の
GDD

GDD累計月/日

【参 考】生育診断値の求め方（例） 

１．最寄りのアメダスデータから、GDD を計算します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．生育診断をしたいほ場の生育調査をします。 

①㎡当たりの茎数調査 

ほ場内で生育が平均的なところを数か所調べて、その平均を出します。 

 

②葉緑素計での SPAD 値、作物生育測定センサー（trimble  ®社 GreenSeeker２® 等）やドロ

ーン等で NDVI を測定できるのであれば、そちらを使うとよいでしょう。なお、葉緑素計で

SPAD 値を測定する場合は、①㎡当たり茎数のようにほ場内の数か所で測定し、平均値を

出します。 

 

３．得られた数値を計算式 A、B に入力します。  

 

 

 

 

   

ＧＤＤ（播種日 11 月 7 日 診断日 3 月 5 日） 313.6 

㎡当たり茎数（ほ場内３か所の平均） 1836 本 

SPAD 値 47.3 

NDVI 0.69 

 

計算式 A （47.3×0.69）÷313.6 ＝ 0.104  → 追肥の必要なし 

計算式 B 1836÷313.6 ＝ 5.85          → 追肥の必要なし 

赤枠内の数値はマイナス

なので、GDD から除外（ゼ

ロ）します 

播種日から診断日 

までの GDD は 

313.6 です 

＜計算式＞ 

A SPAD と NDVI を用いる場合  生育診断値＝（SPAD 値×NDVI 値）÷GDD 

B 茎数を用いる場合         生育診断値＝茎数(本/㎡)÷GDD 

６ページの表５にあ
る判断基準値を参考
に追肥の有無、施肥
量を決めましょう。 



８ 
 

 



９ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真５ ハーフソイラによる心土破砕  写真４ 降雨後の圃場 

（左：排水溝なし、 右：排水溝あり） 

高品質安定生産のための基本技術 
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－ 良い例 － 

■軽量のテーラーを使用している。 

－ 悪い例 － 
■大型のトラクターを使用している。 
■土壌が十分に乾いていない。 

写真７ 麦踏みの良い例と悪い

2 枚目 1 枚目 3 枚目 

1 枚目 2 枚目 3 枚目 
写真６ 2.5 葉期を過ぎた頃の麦（３枚目の葉が展開中） 
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「栃木県農作物等病害虫雑草防除指針」 

https://www.nouyaku-sys.com/noyaku/user/top/tochigi 

斑葉病に罹病性 赤かび病には既存品種と同程度の罹病性

斑葉病

赤かび病 農産物検査にお

いて「赤かび粒が混入しないこと(混入率 0.0％)」

「もち絹香」の収穫適期は成熟期後１～２日

穂発芽しやすい品種

成熟期（穀粒水分 35％） 成熟期１～２日後（穀粒水分 30～25％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

穂首は緑がほぼ抜けるが、穂首

はまだ曲がらない。粒にはツメ

跡がわずかにつき、ほぼロウぐ

らいの固さに達した粒をつける

茎が全穂数の 80％以上に達して

いる。 

穂首は緑が完全に抜け、稈の節にやや緑が残る。 

穂首の曲がり 60 度以上の穂が 80％以上あり、粒は緑が

抜けているが、チリメンシワは少ない。 

 図４ 二条大麦の収穫時期の判断基準 
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